反戦ビラ弾圧に情報保全隊の黒い影

●弾圧は警視庁と自衛隊の合作だった！

立川反戦ビラ弾圧が立川署と陸上自衛隊の合作だったことを示す決定的資料が出てきた。陸上自衛隊情報保全隊の内部文書を暴露したのは共産党の機関紙『赤旗』。１０月１２日と14日に報道された。　　　　　　　　　　　　　　

同資料で弾圧関与が判明した「情報保全隊」とは、市民団体を広範に監視していたことで批判された自衛隊の情報組織。これまでもその活動が批判されてきたが、刑事弾圧への直接関与の実態が明らかになったのは初めてという話。

●警察に頼まれて官舎住民に被害届けを書かせる、警察の現場見分に立ち会う･･･

　『赤旗』が暴露したのは、この情報保全隊の内部文書。文書はA4・17ページで構成され、弾圧への隊の関与の全貌が記されている。共産党は時々こうした防衛関係の内部文書を暴露して世間をビックリさせるが、今回も「よくやった」という印象だ。

　さて、同資料によると、反戦ビラ弾圧が実行された２００４年２月以前から、警察は情報保全隊に協力を依頼し、弾圧を計画していたことが明らかになった。当初立川署は、ビラまきへの現行犯逮捕を考えていた。２００３年１２月の段階で、立川署は官舎・官舎住民への現行犯逮捕への協力を依頼。情報保全隊が仲介するかたちで、官舎住民への「ビラまきを見たら１１０番」という体制の徹底が図られた。さらに同１２月、情報保全隊の立会いのもと、立川署が官舎を実況見分。現行犯逮捕に向けての共同作業が行われた。

●令状逮捕の準備への協力、公安事件への積極的協力

　年が明けて２００４年。１月１７日のポスティング時に逮捕できなかったからか、警察は令状逮捕への準備に切り替えた模様。情報保全隊に依頼して、官舎側に再度の被害届けの提出を要請。さらに、ビラまきを目撃した住民を対象に、「誰がビラをまいたか」を特定するための面割りを行うために、情報保全隊が立川署への協力を行った。

　同資料にはテント村メンバーの個人情報も写真つきで含まれており、恐らくは公安警察から渡された資料だろうが、個人情報の取り扱いという面でも疑問が残る。

●「テント村も２，３日くさい飯食えば変わる」（立川署刑事談）･･･実際は７５日。

　この資料では、情報保全隊が警視庁の要請に応じて、官舎を弾圧に協力させる体制を作り上げたことが克明に記されている。資料内には「テント村も２，３日くさい飯食えば変わる」との警察捜査員の談も記されているが、自衛隊内の組織である情報保全隊も同じ認識をもって協力を行ったということだろうか？

　自衛隊という上意下達組織の中で、「上からの方針」として情報保全隊が官舎に接触したとすれば、官舎住民・官舎管理者の判断できる余地など皆無である。弾圧はやはり合作で行われたのだ。













